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研究成果概要 
2025 年度より、空気シャワーアレイの地下に水チェレンコフ型ミューオン観測装置の

建設が開始された。また、現地では不具合のある検出器のメンテナンスやデータ収集シ

ステムの整備を行った。データ解析においては、ALPAQUITAアレイで取得された約310
日間のデータを用い、太陽活動極大期における「太陽の影」を 5σの有意性で観測するこ

とに成功した（下図参照）[1][2]。さらに、影の欠損量は予想の約半分程度であり、これ

は複雑なコロナ磁場による宇宙線の散乱と無矛盾である。また、太陽の影の中心は北方

向に約 0.3 度シフトしているように見えるが、これは惑星間磁場が Away セクター（By 
> 0）で優勢であることと整合している。 

 

左：太陽の影の二次元マップ 右：観測期間中の惑星空間磁場の By成分の変化 
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